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四、投稿先方城村公民館 

農
村
自
治
の
確
立
に
は
 

強
力
な
る
指
導
力
を
 

高
 

過
日
は
御
通
信
有
難
度
う
。
懐
旧
の
情
禁
 

じ
難
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ょ
。
 
在
鮮
当
 

時
の
こ
と
が
、
事
に
付
け
、
機
に
触
れ
て
 

今
尚
脳
裡
を
去
来
し
て
居
り
ま
す
。
然
し
 

過
去
は
過
去
、
 
現
在
は
現
在
で
す
。
 

貴
下
の
近
況
に
慮
え
て
、
村
に
対
す
る
私
 

の
感
想
の
一
端
を
書
き
途
る
こ
と
に
致
し
 

ま
す
。
 
私
は
未
だ
事
実
を
確
め
た
訳
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
村
、
 
方
城
村
は
、
 

奄
園
で
鉄
道
の
通
じ
て
い
た
い
極
く
少
数
 

の
村
の
中
の
ー
つ
で
あ
る
と
云
う
こ
と
で
 

あ
り
ま
す
。
 
定
期
バ
ス
も
現
在
の
所
、
村
 

の
入
口
ま
で
来
て
い
る
程
度
で
、
之
が
村
 

内
（
の
延
長
は
今
後
の
問
題
に
か
、
つ
て
 

居
る
有
様
で
あ
り
ま
す
。
伊
田
線
金
田
駅
 

に
下
車
、
 
そ
れ
か
ら
村
役
場
ま
で
約
一
里
 

の
坂
道
を
徒
歩
で
通
う
交
通
不
便
の
村
で
 

あ
り
ま
す
。
 
東
部
に
稿
智
山
に
連
る
山
々
 

を
負
い
、
 
三
菱
方
城
鉱
業
所
を
、
 
扇
の
要
 

と
し
て
、
南
北
に
展
開
し
て
い
る
農
村
で
 

あ
り
ま
す
。
 

近
代
設
備
に
な
る
三
菱
炭
坑
の
御
蔭
で
、
 

津
 

久
 

雄
 

村
は
一
五
、
〇
〇
〇
余
の
人
ロ
を
擁
L
 、

 

村
自
体
の
財
政
は
必
ず
し
も
貧
弱
で
は
な
 

い
よ
う
で
す
，
 
往
時
は
川
筋
気
質
と
云
ら
 

か
、
炭
坑
気
分
に
依
る
あ
ら
つ
ぽ
い
気
分
 

が
炭
坑
を
中
心
と
し
て
漂
う
て
い
た
時
も
 

あ
つ
た
様
で
あ
り
ま
す
が
、
 
現
在
で
は
、
 

そ
う
し
た
気
分
も
薄
ら
ぎ
、
 
人
心
は
封
建
 

的
保
守
性
の
強
い
素
朴
な
農
村
の
感
じ
を
 

受
け
て
居
り
ま
す
。
 

今
、
文
化
村
建
設
の
指
標
を
高
く
掲
げ
て
 

全
面
的
前
進
に
警
鐘
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
て
 

い
る
の
が
現
在
の
扶
態
で
あ
り
ま
す
。
 
昭
 

和
七
、
八
年
頃
、
町
村
政
の
不
振
か
ら
、
 

地
方
自
治
の
振
興
策
が
提
唱
さ
れ
、
 
時
代
 

の
動
き
と
し
て
、
各
町
村
共
一
様
に
町
村
 

是
の
樹
立
が
行
は
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
 

村
の
将
来
発
展
を
見
越
し
た
積
極
性
の
あ
 

る
計
画
が
、
 
企
図
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
迄
 

も
な
い
事
と
思
い
ま
す
。
従
つ
て
其
の
当
 

時
か
ら
計
画
さ
れ
た
事
項
が
其
の
通
り
に
 

力
強
く
継
続
実
行
さ
れ
て
い
た
な
ら
其
の
 

効
果
は
現
在
の
町
村
政
の
上
に
、
 
画
期
的
 

実
績
と
し
て
、
又
は
事
業
が
も
つ
と
ノ
、
 

示
現
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
と
 

思
は
れ
ま
す
。
 
然
る
に
往
時
、
畿
蒼
と
繁
 

つ
て
い
た
と
云
う
山
林
は
，
其
の
跡
型
も
 

な
く
伐
採
さ
れ
て
治
山
の
実
な
く
、
農
家
 

は
次
ぎ
ノ
、
と
木
の
香
も
新
し
い
家
屋
に
 

建
替
え
ら
れ
て
も
旧
態
依
然
た
る
旧
家
造
 

り
で
、
文
化
住
宅
の
現
想
に
遠
く
、
道
路
 

の
改
修
も
区
々
で
後
れ
て
い
る
と
云
う
一
 

語
に
つ
き
る
の
で
す
。
 
生
産
面
に
於
け
る
 

農
事
改
良
も
時
代
と
共
に
進
ん
だ
と
云
う
 

程
度
で
特
別
の
異
色
を
持
た
な
い
、
勿
論
 

折
角
の
村
是
が
、
中
途
牛
端
に
終
つ
た
と
 

云
う
こ
と
に
付
て
は
、
種
々
内
面
的
事
情
 

も
あ
つ
た
に
違
い
な
い
と
思
は
れ
ま
す
が
 

要
は
指
導
の
中
断
と
云
う
こ
と
‘
帰
す
る
 

と
思
い
主
す
。
 
貴
下
は
、
 
そ
れ
は
何
処
の
 

町
村
も
同
じ
事
だ
よ
と
云
は
れ
る
か
も
知
 

れ
ま
せ
ん
。
 
然
し
問
題
は
其
処
に
あ
る
と
 

私
は
思
い
ま
す
。
 

昭
和
ニ
十
ニ
年
か
ら
実
施
に
な
つ
た
農
地
 

開
放
は
、
閣
家
の
力
で
法
律
の
力
で
、
父
 

肌
博
来
を
誇
る
地
主
階
級
を
一
挙
に
撲
滅
 

さ
せ
た
大
施
策
で
あ
り
ま
し
た
。
 
地
主
層
 

の
没
落
は
誠
に
悲
惨
で
同
情
に
堪
え
な
い
 

も
の
が
あ
り
ま
す
。
 
之
に
引
替
へ
小
作
農
 

民
層
に
は
終
戦
に
依
り
思
わ
ぬ
稿
音
が
訪
 

れ
た
。
 
小
作
人
が
一
挙
に
し
て
自
作
農
に
 

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
敗
職
圃
民
の
場
合
 

全
く
夢
想
だ
に
し
な
か
つ
た
所
で
あ
つ
た
 

と
想
像
さ
れ
ま
す
。
 
併
し
今
日
の
結
果
か
 

ら
見
る
と
、
欲
し
た
施
策
で
な
く
、
興
え
 

ら
れ
た
施
策
だ
と
云
5

感
じ
が
深
い
鳶
か
 

儒
政
者
が
考
え
た
程
、
 
小
作
人
に
は
自
作
 

農
に
な
つ
た
感
激
と
感
謝
の
喜
び
は
な
く
 

此
の
恩
恵
に
生
き
て
是
が
非
で
も
此
の
際
 

立
派
な
自
作
農
に
な
り
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
 

と
云
5
強
い
責
任
感
と
発
憤
心
は
余
り
期
 

待
は
出
来
な
い
様
で
あ
り
ま
す
。
 
土
地
が
 

安
価
に
流
れ
込
ん
で
来
た
の
は
、
 
一
つ
に
 

時
代
の
御
蔭
で
あ
る
と
云
う
感
じ
の
方
が
 

彊
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 
之
は
或
 

は
私
の
偏
見
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
地
主
が
 

没
落
し
て
、
富
が
均
分
化
さ
れ
た
今
日
の
 

農
村
は
何
に
か
知
ら
ん
。
 
生
気
が
な
く
．
 

う
ら
寂
び
し
い
感
じ
が
致
し
ま
す
。
 

往
時
、
私
共
の
子
供
時
代
に
は
、
天
を
摩
 

す
る
よ
う
な
、
棒
の
大
木
や
、
数
百
年
を
 

経
た
杉
の
老
木
や
、
 
校
を
張
つ
た
老
松
が
 

村
の
所
々
に
見
受
け
ら
れ
、
村
の
由
緒
と
 

歴
史
を
語
る
か
の
如
く
で
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
が
此
処
数
年
の
間
に
跡
型
も
な
く
影
 

を
な
く
し
て
・
し
ま
い
ま
し
た
。
 
丁
度
地
主
 

が
影
を
没
し
た
が
如
く
に
で
す
。
 
民
主
々
 

義
思
想
の
普
及
は
、
 
基
本
的
人
槽
の
尊
重
 

と
相
併
行
し
て
町
村
自
治
の
上
に
も
、
又
 

個
人
の
生
活
の
上
に
も
自
主
性
が
強
く
要
 

求
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
が
、
事
実
は
何
れ
 

も
期
待
と
は
反
対
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
 

こ
と
が
判
然
と
看
取
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
 

ま
す
。
 
自
主
的
に
と
云
ら
こ
と
は
、
自
分
 

の
考
え
で
自
分
の
責
任
に
於
て
と
云
う
と
 

と
で
あ
り
ま
す
が
、
と
も
す
る
と
進
歩
性
 

を
喪
ら
た
保
守
性
（
の
逆
戻
り
が
考
え
ら
 

れ
ま
す
。
 

生
活
改
善
が
叫
ば
れ
た
。
 
其
の
会
合
の
後
 

で
泥
酔
の
余
り
喧
嘩
口
論
に
花
を
咲
か
し
 

た
り
、
会
食
の
跡
、
心
に
も
な
い
、
お
せ
 

〉
し
を
以
て
客
を
引
止
め
た
儒
、
近
所
隣
り
 

（
あ
わ
て
、
追
加
分
の
酒
を
借
り
廻
る
滑
 

稽
を
何
の
反
省
も
な
く
繰
り
返
し
て
い
る
 

農
家
の
現
状
に
対
し
て
は
、
自
主
性
の
強
 

調
も
、
声
を
大
に
し
て
の
生
活
改
善
も
、
 

余
り
効
果
は
期
待
さ
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
 

ん。 

私
の
愚
見
で
す
が
、
貴
下
の
村
の
「
」
 

と
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
矢
張
り
今
日
の
農
 

村
に
対
し
て
は
彊
力
な
る
指
導
啓
蒙
施
策
 

が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
 

す
。
 
充
分
村
の
施
策
を
村
民
に
納
得
さ
せ
 

て
行
く
村
政
の
行
き
方
が
必
要
だ
と
云
5
 

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

或
る
有
識
の
人
が
注
意
し
て
云
う
に
は
村
 

を
良
く
す
る
鴛
に
は
、
村
民
に
対
す
る
張
 

力
な
る
啓
蒙
指
導
が
ま
だ
戸
、
必
要
で
す
 

よ。 

そ
れ
と
共
に
、
 
数
育
に
力
を
入
れ
る
 

こ
と
で
す
よ
。
 
今
日
の
農
村
は
数
育
の
力
 

に
依
る
以
外
発
展
進
歩
を
望
む
道
は
あ
り
 

ま
せ
ん
上
と
、
 
極
論
さ
れ
る
の
で
す
。
 

自
分
の
村
の
悪
い
面
ば
か
り
が
私
の
目
に
 

映
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
地
方
自
治
 

の
基
礎
づ
け
と
し
て
期
待
さ
れ
る
村
民
の
 

自
主
性
を
幾
ら
か
で
も
土
培
う
て
行
く
と
 

す
れ
ば
、
彊
カ
に
L

て
継
続
的
で
あ
る
指
 

導
推
進
力
が
先
ず
必
要
で
あ
る
と
云
う
こ
 

と
に
思
い
到
る
の
で
す
が
、
 
然
ら
ば
其
の
 

彊
力
に
し
て
継
続
的
で
あ
る
推
進
カ
を
一
 

体
誰
が
引
受
く
べ
き
か
、
結
局
問
題
と
な
 

る
の
で
す
。
 
此
処
迄
思
い
到
る
と
、
 
私
も
 

農
村
自
治
の
向
上
伸
展
を
前
に
し
て
、
 
腕
 

を
撫
し
て
長
嘆
す
と
云
う
て
い
た
ら
く
で
 

あ
り
ま
す
。
 
本
日
は
是
で
失
札
致
し
ま
す
 

折
角
貴
台
の
御
健
詳
を
所
り
ま
す
。
 
敬
具
 

方
城
村
の
林
野
 

農
業
会
館
林
業
部
長
 
永
 
野
 
久

 
雄
 

植
林
と
言
え
ば
殆
ん
ど
杉
、
槍
、
松
に
限
 

る
様
な
考
え
方
で
あ
つ
た
方
城
村
内
の
山
 

野
は
実
に
村
面
積
の
六
〇
％
に
当
る
責
範
 

な
土
地
。
 
之
を
合
理
的
に
経
営
す
る
事
は
 

最
も
急
務
な
り
と
考
え
ら
れ
る
。
 

今
回
農
業
会
館
（
懸
下
に
於
て
初
め
て
の
 

建
設
）
運
営
事
業
の
ー
つ
と
し
て
林
業
部
 

は
之
を
取
上
げ
急
速
に
実
行
に
移
し
て
居
 

るロ 

治
山
治
水
の
面
で
は
懸
行
造
林
の
増
 

殖
（
畑
側
二
〇
町
歩
弁
城
側
一
〇
町
歩
）
 

之
は
松
、
槍
、
弁
城
奥
ケ
畑
に
展
示
林
と
 

し
て
裸
（
岩
石
地
）
一
反
渉
。
 
く
ぬ
ぎ
 

（
木
炭
用
材
）
一
町
歩
殖
林
す
る
よ
う
既
 

に
準
備
を
終
え
 
（
懸
よ
り
苗
木
の
迭
着
を
 

待
つ
て
い
る
。
 
何
新
品
種
（
最
も
早
く
短
 

期
間
に
牧
村
出
来
る
も
の
）
を
改
殖
し
経
 

済
好
韓
を
計
る
鳶
め
懸
林
業
試
験
場
に
当
 

時
経
済
課
長
現
公
民
館
主
事
、
荒
木
氏
と
 

同
道
出
張
）
交
渉
の
結
果
、
 
場
長
来
村
、
 

中
島
技
師
は
ニ
回
に
渉
つ
て
来
村
試
験
地
 

の
現
地
調
査
を
せ
ら
れ
、
 
弁
城
に
三
ケ
所
 

畑
に
ニ
ケ
所
の
試
験
地
 
（
各
一
反
歩
）
を
 

指
定
し
て
左
の
苗
木
を
本
年
植
付
け
る
事
 

に
決
定
し
た
。
 
モ
リ
シ
マ
ア
カ
シ
ャ
 
（
皮
 

よ
り
タ
ン
ニ
ン
酸
を
取
り
木
は
薪
炭
用
材
 

八
年
か
ら
十
年
位
で
伐
採
）
 
セ
コ
イ
ヤ
 

（
ア
メ
リ
カ
杉
一
見
槍
の
如
く
建
築
用
材
 

特
に
土
台
に
は
最
も
適
し
腐
蝕
せ
ず
約
十
 

五
年
で
伐
採
）
モ
ク
マ
ヲ
主
と
し
て
ボ
ダ
 

山
地
帯
に
適
す
る
と
い
わ
れ
る
樹
種
で
将
 

来
は
坑
木
と
し
て
の
利
用
債
値
が
大
き
い
 

之
等
の
試
験
を
行
い
幸
い
に
本
村
の
地
味
 

気
候
が
適
し
好
成
績
を
挙
げ
得
た
な
ら
ば
 

方
城
村
林
野
資
源
の
開
発
と
治
水
の
問
題
 

一
大
革
新
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
5
村
 

民
各
位
と
共
に
期
待
は
大
き
い
。
 

l 
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護書友の曾 被讃書冊数 
"' ，” ~ 

総 記 23 ~ 官公吏 39 

難 り］ 

学
史
 

哲
睦
 

9 ~ 炭 破 33 
11 ~ ~農 業 28 

吐会科学 4吾 1 ~商エ業 9 

一
般
 

13 自然科学 8 1 ~学 生 24 

工 」拳 3 ~ ~生 徒 28 

産 業 47 I ~見 童 25 

計 is 衛
学
 

熱
語
 

9 ~ ~その他 11 
0 I ~無 業 15 

文 学 163 I 
計
 

212 
計 316 I 

(2) 報
 

時
 

館
 

民
 

公
 

村
 

城
 

納
税
に
つ
い
て
 

（
財
務
課
）
葛
原
 
忠

彦

 

私
達
が
ど
ん
な
職
業
に
就
い
て
も
先
づ
第
 

一
に
頭
に
来
る
の
は
視
金
で
あ
り
ま
し
よ
 

う
。
 

園
視
、
懸
稔
、
市
町
村
税
を
通
じ
各
 

種
の
視
金
が
年
中
絶
え
ず
私
達
の
生
活
に
 

深
い
関
連
性
を
有
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

此
の
税
金
に
つ
い
て
は
憲
法
第
三
十
篠
に
 

「
闘
民
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
 

納
視
の
義
務
を
負
う
」
 
と
日
本
園
最
高
の
 

権
威
あ
る
憲
法
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
 

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
 
明
ら
か
に
図
民
の
 

最
大
義
務
の
ー
つ
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

非
常
に
固
い
事
を
申
す
様
で
す
が
此
の
様
 

に
義
務
づ
け
ら
れ
た
ゆ
え
ん
は
今
更
私
が
 

戴
に
書
き
並
べ
る
必
要
は
な
く
巳
に
皆
さ
 

ん
が
充
分
御
承
知
の
事
で
あ
り
ま
す
。
 

私
達
が
日
常
生
活
す
る
上
に
於
き
ま
し
て
 

隣
人
と
の
交
り
職
場
の
関
係
、
同
職
の
関
 

係
等
如
何
な
る
人
も
他
の
人
と
の
交
り
が
 

あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 
所
謂
共
同
生
活
を
 

営
む
も
の
で
あ
り
ま
し
て
恐
ら
く
一
人
で
 

は
生
活
は
出
来
な
い
で
あ
り
ま
し
よ
う
6
 

時

報

 三
月
号
メ
モ
 

方
 

★
ブ
ツ
ク
ル
ー
ム
 

此
の
共
同
体
が
或
る
地
域
々
々
に
集
合
体
 

を
作
り
町
や
村
を
構
成
し
大
き
く
は
国
家
 

を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
村
を
 

軍
位
に
取
つ
て
見
ま
す
と
沢
山
の
人
が
個
 

々
に
自
分
の
仕
事
を
営
ん
で
い
る
と
同
時
 

に
 
「
村
」
 
の
中
の
一
構
成
分
子
と
し
て
の
 

槽
利
と
義
務
が
奥
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 
併
も
皆
が
皆
村
の
道
路
ゃ
戸
籍
 

や
配
給
ゃ
会
計
等
を
す
る
事
は
当
然
出
来
 

な
い
の
で
鼓
に
皆
さ
ん
方
に
代
つ
て
行
政
 

を
司
る
も
の
と
其
の
行
政
に
対
し
良
い
か
 

悪
い
か
を
決
定
す
る
決
議
機
関
に
よ
つ
て
 

村
政
が
執
行
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
り
ま
す
 

横
道
に
外
れ
ま
し
た
が
此
の
様
に
し
て
自
 

然
に
共
同
体
（
組
合
組
織
ゃ
会
等
）
を
組
 

織
し
ま
す
と
、
 
そ
の
組
合
員
或
は
会
員
は
 

そ
の
組
織
体
に
対
し
幾
何
か
の
会
費
な
り
 

組
合
費
を
牧
め
る
様
に
た
つ
て
い
ま
す
。
 

可
様
な
園
体
は
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
程
そ
 

の
全
員
な
り
組
合
員
が
直
接
利
益
な
り
、
 

権
利
等
が
生
活
と
密
接
な
関
連
が
出
て
来
 

る
の
で
喜
ん
で
納
付
す
る
で
し
よ
う
。
 
と
 

こ
ろ
が
園
体
が
大
き
け
ぱ
大
き
い
程
個
人
 

と
の
っ
た
が
り
が
な
い
様
な
感
じ
が
す
る
 

様
K

な
り
会
費
ゃ
粗
合
費
を
只
で
取
ら
れ
 

★
ぷ
つ
く
が
い
ど
 

ニ
月
中
入
荷
新
刊
紹
介
 

西
田
幾
太
郎
著
、
西
田
幾
太
郎
全
集
、
全
 

十
ニ
巻
別
冊
三
巻
。
 
イ
リ
ン
著
．
人
間
の
 

膳
史
。
桑
原
武
夫
著
、
歴
史
と
文
学
。
 
石
 

堂
清
倫
著
、
 
吐
会
主
義
経
済
建
設
論
。
 
東
 

傑
操
著
、
全
園
方
言
辞
典
。
末
弘
巌
太
郎
 

著
、
法
律
小
辞
典
。
西
田
秋
秒
著
、
美
術
 

解
剖
学
孜
論
。
 
古
市
貞
次
著
、
中
世
小
説
 

桑
原
正
信
等
著
、
現
代
の
農
業
経
営
。
小
 

倉
武
一
著
、
農
民
と
教
育
。
 
マ
1

ク
・
ゲ
 

イ
ン
著
、
 
ニ
ッ
ポ
ン
日
記
上
下
巻
。
 
サ
マ
 

セ
ツ
ト
・
モ
1

ム
著
、
巴
里
の
女
。
 
島
木
 

健
作
著
、
運
命
の
人
上
下
巻
。
 
立
野
信
之
 

著
、
太
陽
は
ま
た
昇
る
上
巻
。
亀
井
勝
一
 

郎
著
、
愛
の
無
情
に
つ
い
て
。
 
小
林
一
三
 

著
、
新
茶
道
。
 
馬
蜂
、
西
戒
著
、
白
樺
天
 

皇
行
歌
記
。
南
博
著
、
 
異
常
心
理
学
。
清
 

て
い
る
様
な
気
持
に
な
る
の
が
人
情
で
し
 

よ
う
。
 

併
し
乍
ら
此
れ
は
考
え
方
を
大
き
く
持
た
 

れ
て
大
き
く
利
（
征
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
 

事
を
考
え
ら
れ
、
ば
極
め
て
簡
軍
に
解
決
 

さ
れ
る
問
題
で
あ
り
ま
し
て
例
え
ば
村
視
 

を
納
め
ら
れ
る
の
は
結
樋
村
の
教
育
、
交
 

化
施
設
、
道
路
施
設
、
社
会
施
設
、
 
身
分
 

関
係
や
土
地
家
屋
の
権
利
等
に
支
出
さ
れ
 

結
極
に
は
納
視
者
に
還
つ
て
来
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 
勿
論
納
得
の
行
か
な
い
稔
金
 

は
飽
く
ま
で
村
当
局
に
対
し
説
明
を
求
め
 

納
得
し
て
納
視
さ
れ
る
の
が
皆
さ
ん
方
の
 

当
然
の
権
利
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
 

な
い
事
で
あ
り
ま
す
し
、
何
又
視
金
が
如
 

何
な
る
面
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
監
覗
す
 

る
権
利
も
当
然
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

此
の
点
に
つ
い
て
は
村
当
局
と
致
し
ま
し
 

て
は
前
号
で
も
述
べ
た
如
く
「
ガ
ラ
ス
張
 

り
の
行
政
」
即
ち
不
朋
朗
な
行
政
の
廃
除
 

に
努
カ
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

極
め
て
廻
り
く
ど
く
述
べ
ま
し
た
が
結
論
 

と
し
て
村
行
政
の
基
礎
と
な
り
行
政
を
円
 

滑
に
運
営
し
て
行
く
上
に
は
ど
う
し
て
も
 

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
戴
く
税
金
以
外
に
は
 

水
幾
太
郎
著
、
日
本
の
思
想
。
 
中
修
三
著
 

で
き
る
子
供
で
き
な
い
子
供
。
 
金
森
徳
久
 

郎
著
、
書
物
と
人
間
。
緒
方
竹
虎
著
、
人
 

間
中
野
正
剛
。
 
立
野
信
之
著
、
太
陽
は
ま
 

た
昇
る
下
巻
。
 
源
代
鶏
太
著
、
三
等
重
役
 

そ
の
他
。
 

●

！

・

 

橡
算
編
成
の
一
考
察
 

創
造
は
建
設
の
第
一
歩
で
あ
る
。
 
ア
ン
ビ
 

ネ
1

シ
ョ
ン
は
誰
も
が
常
に
想
像
を
た
く
 

ま
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
し
か
し
あ
ま
 

り
誇
大
妄
想
K

陥
つ
て
は
な
ら
な
い
。
 

特
に
公
に
奉
仕
す
る
者
こ
そ
現
実
を
直
 

硯
し
た
実
生
活
に
マ
ツ
チ
し
た
思
索
に
立
 

脚
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
村
を
創
る
に
 

も
あ
ま
り
に
も
理
想
の
追
求
に
急
に
し
て
 

村
の
経
済
に
即
鷹
し
な
い
様
で
あ
つ
て
は
 

な
ら
な
い
。
 

な
い
と
言
う
事
を
深
く
御
考
え
下
さ
い
ま
 

し
て
納
視
に
御
協
力
戴
き
明
日
の
明
る
い
 

方
城
村
建
設
に
皆
で
遭
進
致
し
度
い
と
願
 

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

（
前
号
の
続
き
）
 

大
字
弁
城
は
五
の
分
館
区
か
ら
成
立
つ
て
 

い
て
山
林
約
ニ
百
余
町
歩
耕
地
約
ニ
百
余
 

町
歩
を
有
し
戸
数
三
百
余
戸
人
口
壱
千
六
 

百
余
人
で
あ
る
。
 
昭
和
ニ
十
四
年
度
に
弁
 

城
小
学
校
の
運
動
場
拡
張
と
幹
線
電
動
力
 

線
引
込
が
立
案
さ
れ
、
 
こ
れ
が
ニ
十
五
年
 

度
に
完
成
し
た
運
動
場
の
拡
張
に
は
村
費
 

の
助
成
は
受
け
た
が
地
元
公
民
分
館
員
と
 

し
て
各
戸
か
ら
三
日
間
の
労
力
奉
仕
に
依
 

つ
て
完
成
し
た
う
る
わ
し
い
汗
の
結
晶
で
 

あ
つ
た
。
 
生
れ
て
始
め
て
持
つ
鶴
噛
や
ト
 

ロ
ツ
コ
を
始
め
て
押
す
奥
様
方
も
ま
じ
つ
 

て
具
面
目
に
よ
く
働
い
て
頂
い
た
動
力
線
 

の
引
込
に
つ
い
て
は
弁
城
区
の
租
先
が
植
 

事
業
に
激
育
に
衛
生
に
方
城
村
に
も
な
 

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
事
は
数
々
創
造
さ
れ
る
 

が
、
さ
て
是
を
実
現
に
う
つ
す
場
合
重
点
 

を
何
れ
に
求
め
る
か
は
仲
々
困
難
な
問
題
 

で
あ
る
。
 

限
ら
れ
た
牧
入
で
盛
沢
山
の
事
業
を
実
 

現
せ
ん
と
し
て
も
そ
れ
は
一
遍
の
計
画
倒
 

れ
に
終
る
こ
と
を
を
そ
れ
る
。
 

三
月
は
昭
和
ニ
十
七
年
度
の
予
算
編
成
 

の
月
で
あ
る
。
 
昭
和
ニ
十
七
年
は
以
上
の
 

様
な
気
持
で
本
当
K
村
民
生
活
に
ヤ
ツ
チ
 

し
た
予
算
に
し
た
い
。
 

四
月
に
は
経
済
白
書
も
発
表
し
た
い
、
 

村
民
各
位
も
上
り
よ
く
村
経
消
の
実
態
 

を
直
覗
し
て
監
覗
ど
鞭
縫
を
お
こ
た
り
な
 

い
事
を
お
願
い
す
る
。
 

付
け
撫
育
し
て
頂
い
た
大
切
な
杉
林
を
賓
 

却
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
実
情
に
立
到
つ
仁
当
時
 

村
当
局
の
奨
励
に
依
つ
て
共
同
施
設
に
対
 

し
助
成
す
る
と
の
布
告
が
あ
つ
た
の
で
弁
 

城
三
百
戸
の
総
意
を
以
て
農
村
電
化
が
企
 

画
さ
れ
当
時
の
責
任
者
永
末
牛
治
氏
は
各
 

分
館
長
と
打
連
れ
当
局
に
補
助
申
請
を
行
 

い
当
時
ニ
十
万
円
の
電
化
施
設
助
成
費
と
 

し
て
予
算
措
置
も
講
ぜ
ら
れ
て
い
た
様
で
 

あ
る
が
村
内
の
反
響
が
大
き
く
申
込
者
が
 

殺
到
し
配
分
に
困
る
と
云
う
理
由
で
助
成
 

は
打
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

そ
こ
で
弁
城
部
落
は
一
文
の
助
成
も
受
け
 

ら
れ
ず
予
算
に
大
き
な
赤
字
を
出
し
て
し
 

ま
つ
た
の
で
止
む
を
得
ず
涙
を
呑
ん
で
租
 

先
博
来
の
杉
林
の
処
分
と
な
つ
た
。
 
而
し
 

乍
ら
弁
城
区
と
し
て
は
、
こ
れ
に
ひ
る
む
 

こ
と
な
く
講
和
記
念
事
業
と
し
て
左
の
事
 

業
を
計
画
し
之
が
実
現
に
努
カ
し
て
居
る
 

一
、
ニ
百
余
町
歩
の
耕
地
か
ら
早
害
不
安
 

を
一
掃
す
る
猫
に
ダ
ム
の
建
設
 

ニ
、
治
山
治
水
の
見
地
か
ら
 

1
、
懸
行
造
林
 

2
、
林
業
試
験
林
の
設
 

置
 

3
、
学
有
林
の
設
置
 

三
、
林
産
物
の
経
済
的
価
値
向
上
の
鴛
に
 

林
道
の
開
設
以
上
の
様
な
大
事
業
を
計
 

画
し
た
 

ダ
ム
の
建
設
に
就
て
は
相
当
な
経
費
と
労
 

力
を
要
す
る
の
で
弁
城
区
選
出
の
村
議
農
 

委
分
館
長
其
の
他
代
表
を
交
え
て
懇
談
会
 

を
開
き
其
の
決
議
K
基
い
て
更
に
村
当
局
 

及
方
城
炭
坑
幹
部
関
係
要
路
の
方
々
と
協
 

和
会
館
に
於
て
之
が
実
現
方
に
つ
い
て
懇
 

談
全
を
開
き
幸
い
に
各
位
の
理
解
あ
る
御
 

協
力
を
頂
け
る
こ
と
、
な
り
着
々
実
現
に
 

歩
を
進
め
て
居
る
脈
行
造
林
に
つ
い
て
は
 

三
月
中
に
十
町
歩
の
造
林
完
了
の
予
定
で
 

あ
り
林
道
も
短
距
離
で
は
あ
る
が
三
月
中
 

完
成
の
段
取
り
で
あ
り
試
験
林
学
有
林
も
 

既
に
林
業
試
験
場
の
御
支
援
を
頂
い
て
三
 

月
中
に
植
付
完
了
の
予
定
で
既
に
地
持
も
 

出
来
上
つ
た
講
和
後
の
新
ら
し
い
村
を
ど
 

う
し
て
作
る
か
と
云
う
事
は
我
等
に
奥
え
 

ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
願
く
ば
村
 

民
各
位
の
意
見
を
交
換
し
員
に
準
和
な
明
 

る
い
豊
か
な
文
化
方
城
村
を
作
ろ
う
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

（
筆
者
は
弁
城
区
常
務
 

往
時
の
弁
城
村
長
で
時
代
感
覚
に
鏡
敏
且
 

つ
企
画
性
に
富
む
実
行
家
で
あ
り
ま
す
）
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時
 

館
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

,
．
喝
言
き
昨
三
血
月
＆
，
旬
‘
，
は
一
 

篇「 
、
，
,
,
F
・
「
d
‘
．
含
】
一
け
，
，
言
＼
弾
亜
暫
『
．
】
コ
館
廻
山
．
毒
窒
，
I
l
，
‘
軍
『
ニ
お
‘
犀
 

昭
和
ニ
十
七
年
度
農
業
4I
●舘 

運

管

計

書

に

つ

い

て

 

先
般
の
第
五
巻
第
一
号
及
第
土
号
に
依
り
 

昭
和
ニ
十
六
年
度
の
農
業
会
館
運
営
に
つ
 

い
て
記
載
い
た
し
て
置
き
ま
し
た
が
、
 
昭
 

和
二
十
七
年
度
は
本
格
的
に
活
動
い
た
し
 

た
く
、
先
月
 
（
ニ
月
十
三
日
）
農
業
会
館
 

蓮
営
委
員
会
を
開
催
し
，
 
左
記
事
項
に
つ
 

き
協
議
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

農
業
曾
館
運
管
委
員
曾
協
議
事
項
 

昭
二
七
・
ニ
・
一
三
 

於
農
業
会
館
 

一
、
運
管
委
員
曾
に
つ
い
て
 

の
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
年
ニ
回
程
度
 

回
各
専
門
部
員
会
に
つ
い
て
年
六
回
程
 

度
 

一
、
昭
和
ニ
十
七
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
 

て
 

1
総
務
部
 

m
昭
和
ニ
十
七
年
度
事
業
計
画
に
対
す
る
 

予
算
獲
得
に
つ
い
て
 

同
会
館
内
容
充
実
 

囚
年
ニ
回
部
落
農
事
指
導
 

目
各
種
講
習
会
開
催
 

2
農
蒸
部
 

田
昭
和
ニ
十
七
年
度
米
増
産
K

つ
い
て
 

教
育
宝
く
じ
の
お
濃
 

経
 

済
 

係
 

【
苗
代
改
良
】
 

同
稲
麦
採
種
圃
経
営
 

か
稲
麦
採
種
展
示
圃
経
営
 

目
保
温
折
衷
苗
代
奨
励
 

困
冷
害
地
水
稲
適
品
種
試
験
 

N
病
虫
害
共
同
防
除
班
 

的
米
麦
種
子
消
毒
及
苗
代
消
毒
 

田
苗
代
品
評
会
 

切
水
稲
及
麦
立
毛
品
評
会
 

図
農
産
物
共
進
会
 

四
牛
馬
耕
競
翠
会
 

ニ
月
発
責
の
第
七
回
鵬
岡
懸
数
育
施
設
 

宝
く
じ
の
消
化
に
就
い
て
締
切
り
期
日
 

の
切
迫
に
際
し
ニ
回
の
追
加
割
当
を
受
 

け
ま
し
た
に
も
不
拘
ず
分
館
長
初
め
B
 

・
s

幹
部
の
方
々
に
は
大
変
御
手
数
を
 

お
か
け
し
て
完
全
消
化
が
出
来
ま
し
た
 

こ
れ
も
一
重
に
村
民
各
位
の
社
会
教
育
 

に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
の
賜
物
と
 

心
か
ら
お
肌
申
上
げ
ま
す
。
 

目
疏
菜
及
果
樹
増
産
計
画
 

助
土
壊
酸
度
及
成
分
検
定
の
実
施
 

助
会
館
実
験
室
の
活
用
 

3
畜
産
部
 

田
家
畜
飼
養
管
理
の
改
善
 

牧
草
栽
培
試
験
地
の
設
定
 

回
家
畜
健
康
検
査
の
実
施
 

困
有
畜
農
業
酪
経
営
 

目
家
畜
診
療
所
設
置
 

困
畜
産
品
評
会
 

N
人
口
授
精
の
普
及
 

旧
養
鶏
の
奨
励
 

4
林
業
部
 

抽
銭
の
結
果
に
就
て
は
既
に
新
聞
紙
上
 

で
御
承
知
の
事
で
し
よ
う
が
念
の
鴛
め
 

各
分
館
長
宛
御
案
内
を
差
上
げ
て
い
ま
 

す
の
で
奨
金
は
当
選
券
御
持
参
の
上
・
公
 

民
館
で
現
金
と
御
引
替
下
さ
い
。
 

期
日
は
一
癒
五
月
ニ
十
ニ
日
迄
と
な
り
 

爾
後
は
勧
銀
と
直
接
引
替
に
な
つ
て
い
 

ま
す
が
事
務
の
都
合
上
成
可
く
早
く
御
 

引
替
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

の
林
業
経
営
の
改
善
 

回
林
業
試
験
地
及
見
本
園
の
活
用
 

困
椎
茸
増
殖
計
画
 

目
造
林
苗
木
斡
旋
及
造
林
奨
励
 

困
松
喰
虫
駆
除
 

N
林
道
設
置
に
関
す
る
土
木
係
へ
の
協
力
 

旧
森
林
管
理
指
導
 

田
嫌
行
造
林
奨
励
及
協
力
 

5
農
地
部
 

の
河
川
溜
池
水
路
農
道
の
実
態
調
査
 

同
漉
慨
面
積
の
調
査
 

困
各
河
川
溜
池
の
貯
水
量
調
査
 

目
漕
慨
水
不
足
量
の
調
査
 

困
農
道
及
其
他
補
修
の
有
無
調
査
 

一
其
の
池
 

当
日
の
主
な
協
議
と
し
て
は
、
 
当
局
の
農
 

業
会
館
運
管
方
針
並
に
、
 
右
事
項
の
各
部
 

問
別
行
事
の
構
想
に
つ
い
て
開
陳
ぜ
ら
れ
 

た
の
に
対
し
、
各
委
員
の
真
創
た
質
問
に
 

依
り
意
見
の
交
換
が
あ
り
、
 
慣
重
審
議
い
 

た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

結
論
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昭
和
ニ
十
七
 

年
度
の
頭
初
予
算
の
獲
得
に
依
り
、
詳
細
 

に
亘
ろ
具
体
的
計
画
に
つ
い
て
は
、
 
四
月
 

に
再
審
議
の
上
実
行
に
移
す
事
と
し
て
、
 

午
後
ニ
時
散
会
し
た
。
 

最
後
に
一
言
附
け
加
え
て
置
き
た
い
事
は
 

此
の
運
営
計
画
を
強
力
に
実
施
す
る
に
は
 

何
と
し
て
も
、
理
解
あ
る
村
全
議
員
諸
氏
 

の
絶
大
な
る
協
力
な
く
し
て
は
、
 
机
上
の
 

計
画
に
終
る
の
み
で
あ
る
。
村
民
各
位
も
 

又
し
か
り
で
あ
る
。
 

北
海
道
開
拓
青
年
 

協
力
除
感
想
文
②
 

鵬
岡
脈
田
川
郡
方
城
村
伊
方
畑
 

芦
 
馬
 
虎
 
雄
 

（
一
月
号
の
緩
き
）
 

農
村
の
最
低
生
活
の
則
例
に
依
り
具
剣
に
 

そ
の
線
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
者
の
、
余
 

り
に
も
少
い
点
、
従
来
世
界
歴
史
の
上
に
 

常
に
農
民
は
、
 
総
て
の
階
級
の
最
低
位
K
 

在
り
、
常
に
被
征
服
者
の
位
置
か
ら
抜
け
 

切
れ
な
い
宿
命
に
在
り
、
従
つ
て
直
剣
に
 

国
家
百
年
の
大
計
に
添
う
事
の
出
来
な
い
 

気
持
、
怒
ら
く
是
等
の
精
碑
的
な
点
に
於
 

て、 

北
海
道
開
発
は
思
う
数
割
し
か
、
 
成
 

果
が
上
つ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
 

一
面
に
社
会
的
に
は
、
敗
戦
の
結
果
と
し
 

て
、
数
年
後
は
何
う
な
る
か
判
ら
な
い
。
 

将
来
を
考
え
る
よ
り
、
今
日
が
大
切
だ
と
 

の
、
所
謂
ジ
ヤ
ア
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
考
え
方
 

も
、
そ
の
大
き
な
原
因
と
も
言
え
る
。
 

其
の
他
種
々
の
原
因
に
依
り
、
分
村
計
画
 

に
関
心
を
示
さ
な
い
が
、
其
の
最
も
重
大
 

原
因
は
現
地
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
と
、
 
北
 

海
道
に
歩
を
印
し
た
瞬
間
に
斯
く
思
つ
た
 

開
拓
者
の
生
活
一
日
ニ
日
と
す
る
内
に
、
 

そ
の
瓦
さ
が
つ
く
！
ん
、
身
に
泌
み
て
、
 
最
 

早
家
の
事
等
思
わ
う
と
し
よ
う
と
し
な
い
 

豊
か
な
悠
々
た
る
気
分
と
な
る
。
 
そ
れ
は
 

如
何
に
し
て
起
る
で
あ
ろ
う
か
私
は
良
く
 

考
え
見
た
。
 
第
一
自
分
の
士
地
が
有
る
。
 

人
に
左
右
さ
れ
な
い
自
由
な
気
持
、
持
来
 

え
の
夢
、
 
人
に
批
評
さ
れ
な
い
精
一
杯
の
 

動
き
、
縁
の
大
地
、
 
新
し
い
土
地
え
の
期
 

待
と
希
望
、
員
実
自
分
の
土
地
え
の
愛
情
 

以
上
総
括
し
た
無
限
の
希
望
で
あ
ろ
う
。
 

人
間
真
実
の
夢
は
何
人
も
是
を
破
る
事
は
 

出
来
な
い
、
 
斯
か
る
意
味
で
、
 
一
人
で
も
 

多
く
現
地
を
知
り
そ
の
生
活
を
味
う
事
が
 

出
来
る
事
は
、
此
の
困
難
な
る
分
村
計
画
 

は
期
せ
す
し
て
出
来
る
事
だ
ろ
う
。
 
斯
5
 

し
た
点
に
於
て
、
懸
の
吾
々
協
力
隊
現
地
 

派
遺
は
、
重
要
な
意
」
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

吾
々
の
生
々
し
い
現
」
 

入
植
に
何
の
程
度
の
」
 

数
で
あ
る
が
、
吾
々
一
 

告
に
依
っ
て
生
ず
る
一
 

時
そ
の
責
任
の
重
且
）
 

る
も
の
で
あ
る
。
 

左
記
各
号
に
、
 
そ
の
（
 

づ
村
民
の
皆
様
に
、
《
 

海
道
の
実
情
を
幾
分
一
 

れ
ば
、
幸
甚
の
至
り
1
 

人
間
が
食
う
て
ゆ
く
ー
 

し
出
し
た
の
は
、
第
一
 

日
本
は
小
さ
な
、
 
四一 

ら
れ
て
了
つ
た
馬
、
（
 

な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
 味

と
成
功
と
言
は
な
 

地
報
告
が
、
 
今
後
の
 

柏
果
を
及
す
か
未
知
 

り
今
後
の
運
動
と
報
 

相
果
と
を
考
慮
し
た
 

”
大
な
る
を
痛
感
す
 

夫
態
と
感
想
を
、
先
 

死
表
し
て
以
て
、
 
北
 

＼
り
と
も
窺
知
出
来
 

と
存
じ
ま
す
。
 

争
を
、
実
際
に
心
配
 

一
次
世
界
職
後
で
、
 

ソ
の
鳥
に
閉
じ
込
め
 

此
の
事
は
緊
急
重
大
 

（
以
下
次
号
）
 

青
年
の
馨
②
 

方
城
炭
坑
一
区
青
年
 

自
 
治
 
会
 
員
 

（
一
月
号
の
績
き
）
 

母
後
に
自
治
会
員
の
声
と
し
て
、
炭
坑
は
 

統
一
自
治
会
を
作
り
、
 
青
年
運
動
の
発
展
 

の
鳶
、
 
機
関
紙
の
発
刊
、
 
文
化
研
究
会
と
 

活
動
し
て
い
る
が
、
村
部
の
青
年
は
今
の
 

所、 

沈
滞
の
形
で
あ
る
か
ら
今
少
し
現
在
 

の
此
会
情
勢
に
目
ぎ
め
、
 
大
い
に
活
動
さ
 

れ
ん
事
を
期
待
す
。
 

第
一
区
青
年
自
治
会
綱
領
 

1
、 
わ
れ
わ
れ
は
平
和
日
本
建
設
の
に
な
 

い
て
で
あ
る
事
を
深
く
認
識
し
、
 
そ
の
賢
 

格
を
名
実
と
も
に
、
 
身
に
付
け
る
様
努
力
 

し
ま
し
よ
う
。
 

2
、 
お
互
い
の
長
所
を
見
習
い
、
 
短
所
を
 

是
正
L
合
う
事
に
依
つ
て
、
 
よ
り
良
き
人
 

格
を
作
り
ま
し
よ
う
。
 

3
、 
あ
ら
ゆ
る
全
合
の
機
会
に
、
 
吐
会
人
 

と
し
て
の
常
識
を
高
め
る
儒
め
努
力
致
し
 

ま
し
よ
う
。
 

4
、
お
互
に
争
い
を
す
る
事
な
く
、
 
明
る
 

い
希
望
を
持
て
る
様
努
カ
し
ま
し
よ
5
。 

な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
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詩
 気

 
概
 

弁
城
駐
在
 

光

井

数

雄

 天
地
自
然
の
偉
大
さ
に
 

天
を
仰
い
で
我
想
う
 

只
驚
歎
の
外
は
な
し
 

悠
久
永
遠
の
大
空
は
 

そ
れ
に
比
べ
て
人
の
世
は
 

は
る
け
き
彼
方
果
も
な
く
 

些
細
の
こ
と
に
こ
だ
わ
り
て
 

一
三
月
農
事
メ
モ
ー
 

農
業
改
良
普
及
員
 

技
師
 

長

尾

智

代

喜

 

一
、
夢
 

〇
土
入
ー
土
入
の
量
を
多
く
し
、
無
効
分
ケ
ッ
を
 

抑
え
る
と
共
に
倒
伏
を
防
止
す
る
。
 
（
土
を
上
く
碑
い
て
、
 

麦
の
葉
に
土
を
か
ぶ
せ
ぬ
 こ
と
 

つ
麦
踏
ー
三
月
以
降
の
麦
踏
は
行
わ
ぬ
こ
と
。
 

〇
中
耕
ー
雨
後
除
草
を
兼
ね
て
、
麦
の
根
を
切
ら
な
い
様
に
 

浅
く
行
う
。
 

〇
追
肥
（
穣
肥
）
ー
穂
肥
は
三
月
上
旬
か
ら
彼
岸
迄
の
間
で
、
 

分
ケ
ッ
の
少
い
時
は
梢
々
早
目
に
分
ケ
ッ
の
多
い
と
き
は
 

稽
々
遅
目
に
施
用
す
る
。
 
施
肥
基
準
反
当
硫
安
三
ー
四
貫
 

下
肥
は
一
ニ
O
貫
ー
一
六
〇
貫
程
度
と
す
る
。
 
加
里
肥
料
 

の
施
用
量
が
少
い
田
で
は
、
塩
化
加
里
又
は
硫
酸
加
里
を
 

反w
ョ
ー
貫
施
用
。
 

ニ
、
菜
種
 
C
中
耕
ー
除
草
を
余
ね
て
、
菌
核
病
の
花
器
の
発
 

生
を
防
止
す
る
た
め
浅
く
中
耕
を
行
う
。
 

〇
追
肥
…
菌
核
病
の
発
生
を
少
く
し
、
結
実
を
よ
く
す
る
た
 

め
、
開
花
始
め
に
硫
安
を
反
当
三
ー
四
貰
施
用
す
る
。
 

三
、
読
菜
作
リ
の
基
礎
問
題
 

〇
硫
菜
の
耐
酸
性
に
つ
い
て
ー
疏
菜
を
上
手
に
作
る
に
は
共
 

の
疏
菜
が
、
 
其
の
土
地
に
適
し
て
い
る
か
ど
ら
か
を
知
ら
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
適
し
て
い
な
け
れ
ば
、
 
適
す
る
様
 

に
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
酸
性
土
壊
で
あ
る
こ
と
 

ー
●
一
！
、
》
一
‘
‘
、
！
 

く
よ
く
よ
す
る
は
何
事
ぞ
 

常
に
持
つ
べ
し
晴
朗
の
 

字
宙
も
吾
の
指
呼
の
間
に
 

牧
め
て
寄
せ
る
気
概
あ
れ
 

高
峯
に
登
り
て
我
想
う
 

悠
然
匿
大
な
此
の
大
地
 

自
己
の
脚
下
に
今
伏
せ
り
 

幾
百
万
年
そ
び
え
来
て
 

四
方
を
見
下
す
頂
き
も
 

肉
塊
細
き
人
間
の
 

哀
れ
五
尺
の
此
の
吾
に
 

征
伏
さ
れ
て
横
た
わ
る
 

道
を
求
め
て
登
る
と
き
 

自
然
も
逮
に
伏
す
べ
し
 

正
道
き
わ
む
る
気
概
持
て
 

浜
辺
に
立
ち
て
我
想
う
 

見
上
青
藍
の
海
原
は
 

寄
せ
て
は
返
す
潮
ぎ
い
の
 

等
し
き
こ
と
を
繰
返
し
 

変
り
な
き
ご
と
見
ゅ
れ
共
 

同
じ
き
中
に
動
き
あ
り
 

大
海
静
か
に
脈
動
す
 

天
地
自
然
も
息
吹
あ
り
 

宇
宙
の
動
き
や
ま
ざ
れ
ば
 

豊
人
の
み
が
止
る
べ
寺
」
 

進
取
の
気
概
常
に
あ
れ
。
 

を
知
ら
ず
に
、
ホ
ー
レ
y

草
を
栽
培
す
る
と
、
 
肥
培
管
理
 

が
い
か
に
上
手
に
行
わ
れ
て
も
、
満
足
な
牧
最
が
得
ら
れ
 

な
い
ば
か
り
か
枯
死
す
る
こ
と
も
珍
ら
し
く
な
い
。
 

次
に
疏
菜
の
種
類
が
土
壊
の
駿
性
に
対
し
て
示
す
強
弱
を
 

述
べ
石
灰
使
用
の
参
考
に
供
し
度
い
と
思
い
ま
す
。
 

〇
酸
性
土
壊
に
非
常
に
強
い
も
の
ー
ら
ど
・
馬
鈴
薯
 

〇
酸
性
土
壌
に
強
い
も
の
ー
大
根
、
里
芋
、
長
芋
、
 
し
上
う
 

が
、
甘
藍
、
南
瓜
、
 
西
瓜
。
 

O
酸
性
土
壊
に
槍
々
強
い
も
の
ー
ナ
ス
、
 
ト
マ
ト
。
 

〇
酸
性
土
壌
に
中
位
の
も
の
ー
カ
プ
 
（
ス
ワ
リ
カ
プ
）
 
白
薬
 

ふ
だ
ん
草
、
と
5

が
ら
し
、
 
甜
瓜
、
 
越
瓜
。
 

〇
酸
性
土
壌
に
弱
い
も
の
ー
牛
夢
、
葱
、
玉
葱
、
分
葱
、
胡
 

瓜
 

O
酸
性
土
壌
に
甚
だ
弱
い
も
の
ー
チ
シ
ヤ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
 

茶
豆
、
 
碗
豆
、
落
花
生
、
人
参
、
 

〇
石
灰
の
使
用
法
ー
酸
性
に
弱
い
疏
茶
の
栽
培
に
当
り
て
は
 

土
壌
の
酸
性
を
知
り
、
 
中
和
に
要
す
る
だ
け
の
石
灰
を
施
 

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

土
壌
の
酸
性
を
知
る
最
も
よ
い
方
法
は
、
農
業
全
館
に
設
 

備
さ
れ
て
い
る
土
壌
の
酸
度
検
定
器
で
槍
定
し
て
貰
う
が
 

よ
い
。
 

施
用
沫
は
必
要
量
の
石
灰
を
耕
士
と
よ
く
混
合
す
れ
ば
よ
 

い。 

も
し
浅
く
石
灰
を
打
込
ん
だ
と
す
れ
ば
、
疏
菜
の
根
 

は
駿
性
の
よ
く
な
つ
た
表
土
だ
け
に
伸
長
し
て
、
充
分
の
 

牧
量
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
深
土
迄
上
く
打
込
む
 

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
・
い
。
 

「
訂
正
」
 
前
月
号
の
馬
鈴
薯
の
植
付
に
つ
い
て
の
施
肥
量
 

の
匁
と
あ
る
の
は
貫
の
間
違
い
で
あ
り
ま
す
か
ら
訂
正
し
 

ま
す
。
 

堰一， 
句
 
曾
 
句
 
抄
 

甘
員
酬
制
】
肌
倒
‘
‘
即
司
『
肩
 

競
督
野
葛
轟
葡
、
 

涌
さ
れ
し
梅
の
障
子
の
ほ
と
明
く
 

破
璃
越
し
に
梅
の
影
浴
び
縫
ひ
耽
る
 

香
月
 
梅
窓
 

紅
梅
に
か
し
づ
く
如
く
機
の
鶴
 

炭
塵
の
積
る
窓
あ
け
鬼
や
ら
ひ
 

梅
崎
 
魁
陽
 

梅
月
を
得
つ
、
静
け
さ
と
り
戻
亡
 

老
梅
に
た
て
か
け
て
あ
り
大
熊
手
 

白
石
 

芝
山
 

閉
会
の
辞
に
梅
祭
案
内
も
し
 

梅
白
し
丹
の
橋
沈
む
神
の
池
 白

石
千
鶴
子
 

年
木
積
み
小
屋
の
如
く
に
屋
根
を
葺
き
 

刈
草
に
棒
突
差
し
か
つ
ぎ
ゆ
く
 

中
原
 

一
線
 

年
の
瀬
や
小
店
は
小
店
の
向
き
の
客
 

押
し
迫
る
師
走
の
用
事
た
め
て
病
む
 

坂
本
 
雅
城
 

百
姓
に
夜
は
早
き
も
の
虫
時
雨
 

母
が
り
は
業
し
栗
あ
り
柿
が
生
り
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香
月
 
梅
邸
 

秋
風
や
ラ
ジ
オ
に
尋
ね
人
絶
え
ず
 

借
る
家
と
き
め
た
る
藻
の
小
菊
見
る
 

河
原
比
佐
於
 

馬
肥
ゅ
る
す
で
に
買
手
の
あ
り
に
け
り
 

穏
の
出
来
う
れ
し
間
も
な
く
う
ん
か
沸
く
 

逢
坂
 
逝
童
 

大
夏
炉
焚
き
け
ぶ
ら
し
て
豊
前
坊
 

禦
明
の
霧
飛
ぶ
岩
に
ひ
れ
伏
し
て
 

石
橋
 
梅
闘
 

病
人
に
叱
ら
れ
な
が
ら
秋
刀
魚
焼
く
 

ー
ト
鍬
に
曳
け
る
濁
り
や
落
し
水
 

篠
原
 
子
晃
 

濡
宜
の
来
て
英
彦
の
御
田
の
水
落
す
 

朝
塞
の
こ
の
道
屈
託
な
く
通
ふ
 

堀
川
 

炭
舟
 

訪
ず
れ
し
孫
に
絵
本
の
読
初
め
 

東
 

発
 

太
 

観
梅
や
接
待
の
茶
K

あ
た
た
ま
り
 

観
梅
や
茶
を
運
び
来
る
一
農
婦
 

白
石
天
留
翁
 

疎
開
引
揚
復
員
者
の
持
つ
数
養
に
依
 

つ
て
寒
村
に
も
文
化
の
香
り
が
均
鱈
 

し
た
事
は
事
実
で
あ
る
。
 

高
津
氏
の
永
い
朝
鮮
生
活
を
通
じ
て
 

感
受
せ
ら
れ
た
郷
土
の
盲
点
は
大
い
 

に
味
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
中
山
氏
の
 

「
村
作
り
」
 
に
も
傾
聴
す
べ
き
数
み
 

が
あ
る
。
 

こ
う
し
た
建
設
的
な
御
投
稿
を
お
待
 

す
る
。
 
棋
客
は
駒
さ
ば
き
に
依
っ
て
 

優
劣
を
決
す
る
。
時
報
も
亦
野
に
遺
 

賢
な
か
ら
し
む
可
く
努
力
し
て
居
る
 

有
篤
の
士
よ
埋
木
と
な
ら
ず
進
ん
で
 

文
化
村
建
設
に
是
非
一
役
を
買
つ
 

て
頂
き
鹿
い
。
 

編
輯
子
は
不
馴
れ
の
中
に
も
各
位
 

の
身
に
余
る
御
声
援
に
御
期
待
に
 

副
う
べ
く
、
 
又
は
此
の
 
「
方
城
」
 

を
よ
り
よ
き
も
の
に
育
成
し
て
行
 

く
馬
に
懸
命
で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
共
に
‘
一
層
の
御
声
援
を
切
願
 

し
て
己
み
ま
せ
ん
何
卒
宜
敷
く
 


